




○添付資料の目次

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………………………………………… 2

（１）経営成績に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（２）財政状態に関する説明 …………………………………………………………………………………………… 2

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… 2

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………………………………………… 3

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ………………………………………………………… 3

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ………………………………………………………… 3

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 ……………………………………………………… 3

３．四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………………………………………… 4

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… 4

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… 5

四半期連結損益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 5

四半期連結包括利益計算書  

第３四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… 6

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… 7

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… 7

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… 7

（セグメント情報等） ……………………………………………………………………………………………… 7

 

- 1 -

インスペック株式会社（6656）平成28年４月期　第３四半期決算短信（連結）



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（平成27年５月１日～平成28年１月31日）におけるわが国経済は、中国をはじめとす 

る新興国経済の減速や原油価格下落の影響を受けた日経平均株価の下落などにより、先行き不透明な状況にありま 

す。一方、海外においては、米国では企業業績の改善や堅調な個人消費が継続しておりますが、欧州ではフランス 

同時多発テロや難民問題等の地政学的リスクにより依然として景気が低迷しております。 

このような経営環境の中、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は888百万円、営業損失は212百万 

円、経常損失は230百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失は平成28年３月８日にお知らせしました「証券取 

引等監視委員会による課徴金納付命令の勧告について」に伴う特別損失を計上したことにより231百万円となりま 

した。 

なお、当社は前連結会計年度末より連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期との比較分析は行っており

ません。

 

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①半導体パッケージ基板・精密基板検査装置関連事業（当社） 

 当第３四半期連結累計期間におきましては、当事業の主力製品でありますＡＶＩ（自動最終外観検査装置） 

及びＡＯＩ（プリント基板のパターン検査装置）の引合いや受注は引き続き堅調に推移しておりますが、現受 

注案件の多くが第４四半期に納入されることから、当第３四半期連結累計期間の売上高は低い水準にとどまり 

ました。 

 この結果、当事業の売上高は449百万円となり、セグメント損失は161百万円となりました。 

 

②精密基板製造装置関連事業（First EIE SA）

 当第３四半期連結累計期間におきましては、当事業の主力製品でありますフォトプロッター（基板のフィル

ム原版を印刷する装置）が売上を牽引しているものの、現受注案件の多くが第４四半期に納入されることか

ら、当第３四半期連結累計期間の売上高は低い水準にとどまりました。

 この結果、当事業の売上高は419百万円となり、セグメント損失は53百万円となりました。

 

③デジタルパソロジー関連機器事業（テラ株式会社）

 当第３四半期連結累計期間におきましては、バーチャルスライドシステムの販路拡充に努めており、受注活 

動に注力しましたが、売上水準は低い水準にとどまりました。 

 この結果、当事業の売上高は19百万円となり、セグメント損失は４百万円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

当第３四半期連結会計期間末における資産の部は、前連結会計年度末に比べ１百万円増加し、2,050百万円とな 

りました。これは主に、現金及び預金214百万円の増加、受取手形及び売掛金412百万円の減少及び仕掛品127百万 

円の増加等によるものであります。 

負債の部では、前連結会計年度末に比べ89百万円増加し、1,443百万円となりました。これは主に、支払手形及 

び買掛金52百万円の増加、１年以内返済予定の長期借入金29百万円の増加及び長期借入金32百万円の減少等による 

ものであります。 

純資産の部では、前連結会計年度末に比べ87百万円減少し、606百万円となりました。これは主に、資本剰余金 

84百万円の計上、親会社株主に帰属する四半期純損失231百万円の計上によるものであります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成28年４月期通期の業績予想につきましては、平成27年６月12日に公表しました業績予想から連結・個別とも

変更はありません。当社グループでは主として顧客の増産が集中する第４四半期連結会計期間に需要が多く、第４

四半期連結会計期間の売上高及び営業費用が著しく増加する傾向があります。なお、業績予想につきましては、現

時点で入手可能な情報と合理的であると判断する一定の前提に基づき当社が判断した見通しであり、実際の業績は

様々な要因により大きく異なる可能性があるため、修正等が必要と判断した場合は速やかに公表いたします。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（企業結合に関する会計基準等の適用）

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後に実施される企業結合については、暫定的

な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸

表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主

持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及び前連結

会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替を行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純損失は84,534千円増加しております。また、当第 

３四半期連結会計期間末の資本剰余金が84,534千円増加しております。 

 

- 3 -

インスペック株式会社（6656）平成28年４月期　第３四半期決算短信（連結）



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
(平成27年４月30日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成28年１月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 287,594 501,618 

受取手形及び売掛金 642,053 229,154 

商品及び製品 50,516 62,293 

仕掛品 200,769 328,227 

原材料及び貯蔵品 84,350 66,244 

その他 78,563 185,307 

貸倒引当金 △13,598 △12,334 

流動資産合計 1,330,249 1,360,512 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 192,249 183,886 

機械装置及び運搬具（純額） 38,691 20,987 

土地 20,350 20,350 

建設仮勘定 13,777 37,243 

その他（純額） 6,811 16,097 

有形固定資産合計 271,879 278,565 

無形固定資産    

のれん 409,689 370,278 

その他 20,741 23,975 

無形固定資産合計 430,430 394,253 

投資その他の資産 16,132 17,200 

固定資産合計 718,443 690,019 

資産合計 2,048,693 2,050,531 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 107,718 160,493 

1年内返済予定の長期借入金 256,638 286,469 

未払法人税等 5,432 2,995 

製品保証引当金 40,748 29,358 

課徴金引当金 － 12,240 

その他 127,827 153,353 

流動負債合計 538,364 644,910 

固定負債    

長期借入金 795,026 762,503 

繰延税金負債 20,044 19,541 

資産除去債務 300 301 

その他 － 16,294 

固定負債合計 815,371 798,640 

負債合計 1,353,736 1,443,550 

純資産の部    

株主資本    

資本金 485,400 485,400 

資本剰余金 － 84,534 

利益剰余金 93,506 △138,278 

株主資本合計 578,906 431,656 

その他の包括利益累計額    

為替換算調整勘定 － △10,256 

その他の包括利益累計額合計 － △10,256 

新株予約権 22,531 26,679 

非支配株主持分 93,518 158,902 

純資産合計 694,957 606,981 

負債純資産合計 2,048,693 2,050,531 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年５月１日 

 至 平成28年１月31日) 

売上高 888,647 

売上原価 542,310 

売上総利益 346,337 

販売費及び一般管理費 558,877 

営業損失（△） △212,540 

営業外収益  

受取利息 1,092 

為替差益 2,959 

貸倒引当金戻入額 2,583 

その他 1,010 

営業外収益合計 7,645 

営業外費用  

支払利息 23,051 

その他 2,467 

営業外費用合計 25,519 

経常損失（△） △230,413 

特別利益  

新株予約権戻入益 179 

特別利益合計 179 

特別損失  

固定資産除却損 0 

課徴金引当金繰入額 12,240 

特別損失合計 12,240 

税金等調整前四半期純損失（△） △242,473 

法人税、住民税及び事業税 △2,022 

法人税等調整額 △503 

法人税等合計 △2,526 

四半期純損失（△） △239,947 

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △8,162 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △231,784 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年５月１日 

 至 平成28年１月31日) 

四半期純損失（△） △239,947 

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 △12,175 

その他の包括利益合計 △12,175 

四半期包括利益 △252,123 

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △242,041 

非支配株主に係る四半期包括利益 △10,081 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

当社は、第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」等を適用しております。この結果、資本

剰余金が84,534千円増加しております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 当第３四半期連結累計期間（自 平成27年５月１日 至 平成28年１月31日）              （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（(注)１） 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 

（(注)２）  

半導体パッケ
ージ基板・精
密基板検査装
置関連事業 

精密基板製造
装置関連事業 

デジタルパソ
ロジー関連機

器事業 
合計 

売上高            

外部顧客への売上高 449,535 419,292 19,819 888,647 － 888,647 

セグメント間の 

内部売上高又は振替高 
－ － － － － － 

計 449,535 419,292 19,819 888,647 － 888,647 

セグメント損失（△） △161,999 △53,723 △4,165 △219,888 7,348 △212,540 

（注）１．セグメント損失（△）の調整額7,348千円は、セグメント間取引消去であります。 

２．セグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 
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